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FY2024｜総括

　

● 証券・FX事業：強みであるFX・CFDの強化は、ユニーク取引人数の拡大に向けた利便性向上や取
引活性化施策が奏功し好調に推移。タイ証券事業は信用取引サービスを終了し、廃業を決定

● 暗号資産事業：市場の活況を捉えて収益が拡大し、全体収益の成長をけん引

FX 263億円※1（Y/Y▲11.7%）
● 過去最高収益を記録した前期比では減収も、高水準を維持
● ユニーク取引人数も着実に増加し、結果としてのシェアも上昇傾向

　タイ証券 ● 多額の貸倒引当金繰入額を計上
● 2024年12月に信用取引サービスを終了し、2025年12月の廃業を決定

　
● バーチャルオフィス事業は2万ユーザーを突破し顧客基盤は順調に拡大も、

収益拡大が課題。2024年9月より、医療プラットフォーム事業を開始

CFD ● 売買代金・収益ともに前期比で増加し好調89.1億円※2（Y/Y+10.0%）

75.0億円（Y/Y+124.6%）暗号資産

ー新規事業

● 暗号資産市場の活況を受けて売買代金・収益ともに前期比で倍増
● GMOコイン第2弾となるIEO実施など新たな取り組みも推進

各サービスの振り返り

セグメント別/商品別収益等

※1 外為OP収益を含む収益　※2 株BO収益を含む収益

△

×

△

評価

◎

◯
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FY2024｜決算サマリー（前期比）

営業収益は過去最高も、タイ証券事業での貸倒引当金繰入額計上で減益

FY2023 FY2024
Y/Y

（百万円） 増減額 増減率

営業収益 51,432 53,269 1,836 +3.6%

純営業収益 48,114 49,193 1,078 +2.2%

営業利益 14,451 8,926 ▲5,525 ▲38.2%

経常利益 14,107 8,433 ▲5,673 ▲40.2%

最終利益 7,649 4,745 ▲2,904 ▲38.0%
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タイ証券事業｜Q3’24時点の方針と対応（再掲）

不良債権（貸倒引当金繰入額未計上の担保による保全額39.6億円）
● 回収見込みが立たないため、担保の売却を加速し処理完了を目指す

信用取引貸付金（残高173.9億円）
● 2024年12月20日の信用サービス終了後までに返済が実現しない顧客に対しては、

貸付金回収に向けて速やかに強制決済による回収を実行予定
● 強制決済での回収が見込めない顧客については、個別に株式以外の担保での約定

弁済契約へ切り替え、債権保全を強化するとともにリスク移転を図る

タイ証券事業の今後
● タイ証券事業からの撤退も含め、将来の損失・リスクを最小化する選択肢を検討

2024年度での損失処理完了を目指す方針

対応

※2024年9月末日時点の金額
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● Q4’24の貸倒引当金繰入額は約28億円（通期で約95億円を計上）
● 2024年9月末時点で約174億円あった信用取引貸付金について回収及び約定弁済契約への切り替えを

進めた結果、今後回収を図る約定弁済契約に基づく債権残高は約110億円に

タイ証券事業｜債権残高の状況

（百万THB）

約定弁済契約債権
貸倒懸念債権
破産更生債権等

信用取引残高
不良債権

2024年12月末 2025年1月15日

不良債権 171.7 182.4
  担保による保全額     8.0     8.0
  貸倒引当金 163.7 174.4

不良債権残高

2024年12月末 2025年1月15日

約定弁済契約
債権 43.0 109.2

● 信用取引サービス終了に伴う強制決済で不良債

権が増加も、約定弁済契約への切替や担保株式

の処分による回収で2024年9月末時点の不良債権

残高約188.1億円から微減

● 担保株式の処分を進め、2024年9月末時点で約

39.6億円あった担保保全額は約8億円まで減少。

裁判所からの強制処分停止命令を受けて一時売

却を停止したことで一部担保株式が残ったが、

今後売却を再開して回収を図っていく予定

約定弁済契約に基づく債権残高

信用取引貸付金残高

※ Q4'24のグラフより、従前の債権区分ではなく約定弁済契約に基づく債権か否かに応じた区分で表示しています。
　 なお、約定弁済契約債権の一部には、破産更生債権等及び貸倒懸念債権に区分される債権が含まれています。
※ 円表記の各数値：2024年12月31日時点のレートで円換算

● 未返済又は約定弁済契約の効力発生日の関係で

2024年12月末時点では一部残高が残るも、

2025年1月15日付で0に

● 今後、約定弁済契約に基づく債権約110億円につ
いて回収を図っていく方針（債権残高の詳細は

次頁）

2024年12月末 2025年1月15日

   信用取引貸付金 78.7 ー

（億円）

（億円）

（億円）
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タイ証券事業｜約定弁済契約に基づく債権残高の状況

項目 約定弁済契約債権※ その他不良債権

残高 10,929 18,243

担保の状況

株式 14,835 802

不動産 4,737 　ー

社債 741 　ー

合計 20,313 802
保全率 186% 4.4%

貸倒引当金 693 17,441

貸倒引当金の計上方法
延滞の有無に関わらず、債務者ごとに貸付残高から担保
評価額を控除した金額を計上

担保の評価方法

・株式：期末株価に担保株式数を乗じたもの
・不動産：SEC登録の不動産鑑定士による鑑定評価に
　　　　　一定の掛け目を乗じたもの
・その他：額面

最大リスク額 11,038

保全率 残高 貸倒引当金

0〜100％ 536 419
100〜150％ 1,122 271

150％〜200％ 3,397 0
200％〜 5,871 1
合計 10,929 693

■ 全債権・担保の状況 ■ 約定弁済契約債権の保全率ごとの残高（単位：百万円） （単位：百万円）

■ 約定弁済契約債権の回収計画について
● 約定弁済契約を締結している相手方は15名
● 約定弁済契約に従い回収を行い、今後2年間で債権元本全体の

9割以上を回収する計画（2025年1月末までに839百万円を回収済）

※ 円表記の各数値：2024年12月31日時点のレートで円換算

＜参考情報＞
 過去2事業年度に実施した担保株式の強制処分時における株価の下落率
　・最大値　▲79.3%
　・平均値　▲47.0%
　・最小値　▲11.4%

（約定弁済契約残高-約定弁済契約の貸倒引当金＋その他不良債権の担保額）

債権売却によりリスク移転を図る方針であったが、交渉相手からの提示額や債権の保全率等を
総合的に勘案し、約定弁済契約に基づく債権残高約110億円の回収を進めていく計画

※ 約定弁済契約債権の残高には、2024年12月に契約を締結し 効力発生日が2025年1月の債権も含みます。
　 また、約定弁済契約債権の一部には、破産更生債権等及び貸倒懸念債権に区分される債権が含まれています。
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FY2024｜セグメント別の状況（前期比）

（ ）内は前期比

FY2023 FY2024
（百万円）

証券・FX事業
営業収益 47,806 43,789 （▲8.4%）

営業利益 14,541 5,310 （▲63.5%）

暗号資産事業
営業収益 3,342 7,506 （+124.6%）

営業利益 163 3,964 （ 　 —）



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 8

FY2024｜営業利益増減（前期比）

144.5

▲14.1
▲35.0

+8.1

+10.2 ▲11.9

株式・
先物OP

金融収支等
FX・

外為OP
CFD・株BO

暗号資産

人件費

貸倒引当金
繰入額

暗号資産は大きく伸長した一方、
FXの減収と貸倒引当金繰入額の追加計上により減益

（億円）

89.2

+0.9
その他
コスト

FY2024
営業利益

FY2023
営業利益

+1.6
取引

関係費

+7.2+41.6
その他・
調整額等

不動産
関係費

▲64.0

2023年12月期：31.3億円
2024年12月期：95.3億円



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 9

株主還元｜配当

目標
FY2024
連結配当性向

50％以上（年4回配当）

Q1 Q2 Q3 Q4 年間

2024年
12月期 11.87 2.00 8.27 5.24 27.38
2023年
12月期 10.10 5.70 9.80 7.20 32.80

1株当たり配当⾦（円）
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株主還元｜目標配当性向の変更

目標

FY2024
連結配当性向

50％以上

FY2025
連結配当性向

65％以上

株主還元を強化

1株当たり指標 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

1株当たり純資産（BPS） 317.84円 358.50円 347.94円 393.52円 407.81円

1株当たり当期純利益（EPS） 62.33円 86.90円 10.66円 65.41円 40.22円

自己資本利益率（ROE） 20.1% 25.7% 3.0% 17.8% 10.0%

1株当たり配当金 37.42円 52.17円 21.00円 32.80円 27.38円

（年4回配当） （年4回配当）
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Q4’24（10-12月）｜マーケット環境

2市場個⼈株式等委託売買代⾦ 国内店頭FX取引⾼ 国内暗号資産売買代⾦

Q/Q＋3.1％、Y/Y＋28.6％ Q/Q▲20.8％、Y/Y＋12.2％ 売買代金はQ/Qで増加

（兆円） （兆円） （兆円）

日本取引所グループ、金融先物取引業協会、日本暗号資産等取引業協会公表資料より当社作成
※ 2024年12月の国内業界全体の暗号資産売買代金（取引高）は未公表

2024年10月・11月の
売買代金合計※

数値サイズ調整
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Q4’24（10-12月）｜決算サマリー（前四半期比）

Q3'24
（7-9月）

Q4'24
（10-12月）

Q/Q

（百万円） 増減額 増減率

営業収益 14,272 12,849 ▲1,423 ▲10.0%

純営業収益 13,206 11,838 ▲1,368 ▲10.4%

営業利益 3,734 246 ▲3,487 ▲93.4%

経常利益 3,548 454 ▲3,093 ▲87.2%

最終利益 1,950 1,236 ▲714 ▲36.6%

FX収益の減少に加えて、Q4’24におけるタイ証券事業に係る
貸倒引当金繰入額の計上額が前四半期比で増加したことにより減益
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Q4’24（10-12月）｜セグメント別の状況（前四半期比）

（ ）内は前四半期比

Q3'24（7-9月） Q4'24（10-12月）
（百万円）

証券・FX事業
営業収益 12,375 9,364 （▲24.3%）

営業利益 3,330 ▲1,460 （ 　 —）

暗号資産事業
営業収益 1,303 2,785 （+113.6%）

営業利益 538 1,684 （+212.7%）

Q4’24
グラフ内の

文字サイズ1pt
小さめ
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Q4’24（10-12月）｜営業利益増減（前四半期比）

（億円）

37.3
+14.8 ▲12.4

+0.1 
▲6.4

金融収支

貸倒引当金
繰入額

その他
コスト

株式・CFD
その他・
調整額等

▲27.8

FX・
外為OP

前四半期に大きく伸長したFX収益の減少と
取引関係費・貸倒引当金繰入額の増加により大幅な減益

▲2.4
暗号資産

+0.6

▲1.3

人件費

取引関係費

37.3 

2.4

広告宣伝費Q/Q+10.0億円
競争環境を踏まえて機動的な広
告投入

取引活性化に向けた
スプレッドや
スワップ還元を強化

Q4'24（10-12月）
営業利益

Q3'24（7-9月）
営業利益
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10.0%減

四半期業績推移｜営業収益（セグメント別/商品別）

Q/Q

Y/Y

（百万円）
14,272

12,84913,074

1.7%減
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四半期業績推移｜営業利益

Q/Q

Y/Y

（百万円）

93.4%減

91.9%減

数値サイズ調整
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証券・FX事業 
暗号資産事業 
その他 

： 約66億円程度
： 約10億円程度 
： 約4億円程度

四半期業績推移｜販売費及び一般管理費

Q/Q

Y/Y

Q1'25の見通し：約80億円

（百万円）

9.4729,152

11,591

※見通しには貸倒引当金繰入額は含まない。

見通しを次のQに修正するの忘
れずに22.4%増

26.7%増



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 18

01 決算概要

02 事業の状況

03 Appendix
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店頭FX｜国内取引高シェアの推移

金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」より当社作成
※ 店頭FX国内取引高：GMO外貨のグループジョイン前の2021年9月まではGMOクリック証券とFXプライムbyGMO2社の数値（FXプライムbyGMOは2023年9月にGMOコインと合併）
※ 店頭FX国内シェア：金融先物取引業協会公表数値を市場全体として算出

（兆円）

取引活性化施策が奏功し、取引高シェアは増加傾向で推移

2024年12月シェア
25.6％

　店頭FX国内取引高
（グループ3社合計）

　店頭FX国内シェア
（グループ3社合計）

USD/JPY
ボラティリティ
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店頭FX｜預り証拠金残高の推移

（10億円）

2023年9月1日付でGMOコインとFXプライムbyGMOが合併。Q2’23までは
FXプライムbyGMOの数値、Q3’23以降はGMOコインの数値

Y/Y

安定的に推移
マーケット急変による

ロスカット発生で前四半期に減少も
直近で回復

0.1%減
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Y/Y

Y/Y

CFD｜売買代金・収益の推移

売買代金

収益

売買代金・収益とも高水準で推移

売買代金（兆円） 収益（百万円）

8.6%増

5.9%減

数値サイズ調整
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CFD｜預り証拠金残高の推移

Y/Y

（10億円）

ほぼ横ばいで推移
商品認知度の向上が課題

1.6%減
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国内株式｜株式委託手数料・委託手数料率の推移

株式委託手数料

Y/Y
売買代金・委託手数料とも

前年同期比で減少

株式委託手数料
（百万円）

株式委託手数料率
（bp）

Q4'24株式売買代金：Y/Y 6.4％減
Q4'24売買代金シェア：1.4％

10.3%減
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国内株式｜金融収支の推移

Y/Y

（百万円）

2.4%増
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暗号資産｜売買代金の推移

ビットコインを中心とする
暗号資産価格の上昇により

売買代⾦は前年同期比で増加

（10億円）

Y/Y 183.9%増

数値サイズ調整
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暗号資産｜口座数と預り残高の推移

暗号資産口座数
（千口座）

顧客預り資産
（10億円）

暗号資産口座数
（千口座）

Y/Y

口座数

預り残高

Y/Y

94千口座増

144.2%増
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（百万円）

暗号資産｜セグメント収益・利益の推移

ビットコイン価格が上昇傾向で推移する中、
2024年12月期の売買代金・収益は前期比で2倍以上に大きく伸長

暗号資産セグメント収益の推移 暗号資産セグメント利益の推移

※2022年10⽉からこれまで営業収益のトレーディング損益に含めていた為替ヘッジ取引に伴う損益を営業外損益に計上
（当該組み替えによる、Q1〜Q3'22の期間における増収分約8.7億円を、Q4'22に⼀括計上）。

（参考）GMOコインにおける
売買代⾦の推移

（百万円）

数値サイズ調整
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暗号資産｜ステーキング収益

ストック型商品強化に向け
2021年3月に開始した

「ステーキング」収益が拡大
さらなる成長を図る

（百万円）

暗号資産価格の上昇もあり

3年間で 20倍超に
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暗号資産｜ IEO

GMOコイン第2弾となる
「NOT A HOTEL COIN」

（NAC）のIEOを実施

調達金額 20億円
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2025年12月期の方針・取り組み

方針：強いものをより強くする

FX

CFD

暗号資産

新規

● 競争優位性を高めるためのサービスの利便性向上
● マーケティング強化による顧客層の拡大

● 証券取引・FX取引からのクロスセル率のさらなる向上
● 商品認知度向上に向けたマーケティング戦略の見直し

● ストック型商品（ステーキング・貸暗号資産）の強化による収益安定化
● 法人向け・VIP向けサービスの強化

● バーチャルオフィス事業の顧客基盤拡大（拠点拡大・新サービス提供）
● 医療プラットフォーム事業の立ち上げを加速
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国内株式｜貸株残高の推移

（10億円）

安定的に推移
足元（1/28）は603億円
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国内株式｜証券コネクト口座数・残高の推移

証券コネクト口座残高
（10億円）

証券コネクト口座数
（千口座）

口座数は横ばい
残高は減少傾向
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PLの四半期推移

（単位：百万円） 勘定科目
を修正
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営業収益（セグメント別/商品別）の四半期推移

※株式・ETF等は、株式・ETF等の取引に係る委託手数料及びその他の受入手数料、募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、
投資信託に係るその他の受入手数料を含む。

（単位：百万円）
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販売費及び一般管理費の四半期推移

（単位：百万円）
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セグメント別業績の四半期推移

（単位：百万円）
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主要KPIの四半期推移
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顧客属性｜GMOクリック証券 – 証券取引口座

2024年12月31日現在

女性 男性

男女比
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顧客属性｜GMOクリック証券 – FX専用取引口座

2024年12月31日現在

女性

男女比

男性



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 41

顧客属性｜GMO外貨

2024年12月31日現在

女性

男女比

男性
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顧客属性｜GMOコイン（暗号資産）

2024年12月31日現在

女性

男女比

男性
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ビジネスモデル｜店頭FX

効率的なマッチングとポジションの保有リスクをヘッジする徹底した管理を追求
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店頭FXにおけるボラティリティと収益の関係
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ビジネスモデル｜暗号資産
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本資料には、2025年2月4日現在の将来に関する前提、見通し、計画等に基づく予測が含まれています。世界経済、競合状
況、為替の変動等にかかわるリスクや天変地異などの不確定要因により実際の業績が記載の予測と大きく異なる可能性があ
ります。 
また、マーケットシェアなどの数値について、一部当社推計値が含まれています。調査機関によって異なる可能性がありま
す。また、本資料に掲載されている情報は、情報の提供を目的としたものであり、投資の勧誘を目的としたものではありま
せん。また、本資料内に記載されている業績予想などの将来の予測に関するものは、リスクや不確定要因を含みます。実際
の業績は経済情勢や市場環境など、さまざまな要因により、かかる予想とは大きく異なることがあることをご承知おきくだ
さい。 
当該情報に基づいて被ったいかなる損害に関しても、その理由の如何に関わらず一切の責任を負うものではございません。

免責事項


